
 参加者向け  

令和３年度 いわてスマート農業推進シンポジウム タイムテーブル（令和３年８月２７日・アピオ） 

（オンライン開催）８月 19 日時点 

 

１ オンライン開催の方法 

オンライン後援では、マイクロソフト社の Teams（無料版）を使用します。現在、コロナ対応として会

議室に最大 300 名まで受入可能となっています。 

Ｗｅｂ上で利用可能なブラウザ版とアプリ版があります。 

・ブラウザ版での対応ブラウザアプリは、Microsoft Edge、Google Chrome がサポートされていま

す。Internet Explorer 11 では動作しません。 

・アプリ版を利用する場合、マイクロソフト Teams のＨＰから、Teams アプリをダウンロード、イン

ストールしておきます。アプリ版では、画面分割表示などが可能です。 

https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-teams/group-chat-software/ 

 

２ 入室先（リンク） 

 ＵＲＬ 入室可能時間帯 

全体会 https://teams.live.com/meet/95511009274992 9:20～11:30 

水田利用分科会 https://teams.live.com/meet/95304969835864 13:20～15:30 

露地野菜・花き https://teams.live.com/meet/95168620373367 13:20～15:30 

施設園芸 https://teams.live.com/meet/9517563686172 13:20～15:30 

果樹 https://teams.live.com/meet/95581269519937 13:20～15:30 

畜産 https://teams.live.com/meet/95780559817431 13:20～15:30 

 

３ オンライン会議室へのアクセス 

  

ブラウザで、２入室先で示したリンクにアクセス

すると、上記の表示がされるので、ブラウザ版、

アプリ版のいずれかを選択する。 

入室にあたり、名前を入力して、「今すぐ参加」を

クリックしてください。参加者は、カメラ、音声

を OFF にしてから入室してください。 
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〇全体会（10:00～11:30、入室開始 9:50～） 

 第１会場 第２会場 第３会場 第４会場 第５会場 

接続先 https://teams.l

ive.com/meet/95

511009274992 

    

入室時間 9:50～11:30     

全体会 10:00～10:05 

主催者あいさつ 

    

 10:05～10:50 

【基調講演】 

水田農業におけ

る労働力不足の

解消に向けた輪

作体系の実証 

東北農研 

宮路広武 

    

 11:00～11:30 

【事例紹介】 

全農いわてのス

マート農業の取

組について 

全農いわて営農

支援部営農技術

課 

    

休憩（120分） 11:30～13:30     
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〇分科会（13:30～16:00、入室開始 13:20～） 

分科会名 水田利用 露地野菜・花き 施設園芸 果樹 畜産 

配信場所 第９会議室 特別会議室 第３会議室 第５会議室 第４会議室 

接続先 https://teams.

live.com/meet/

95304969835864 

https://teams.

live.com/meet/

95168620373367 

https://teams.

live.com/meet/

9517563686172 

https://teams.

live.com/meet/

95581269519937 

https://teams.

live.com/meet/

95780559817431 

入室時間 13:20～15:30 13:20～15:30 13:20～15:30 13:20～15:30 13:20～15:30 

分科会テ

ーマ 

これならでき

る！スマート水

管理 

これならでき

る！水田のスマ

ートな畑地化技

術 

これならでき

る！ステップア

ップの環境制御 

果樹のスマート

農業体系とこれ

ならできる！ロ

ボット草刈 

これならでき

る！加速度セン

サを活用した発

情・疾病の発見

のポイント 

座長 水田利用研究室 

室長 小野寺健

一 

農業革新支援担

当上席農業普及

員梅澤学・小原

善一 

野菜研究室 

室長 山田 修 

農研機構果樹茶

業研究部門りん

ご研究拠点 

岩波宏 氏 

農業革新支援担

当 

上席農業普及員 

茂呂勇悦 

オリエン

テーショ

ン 

13:30～13:40 

【オリエンテー

ション】 

13:30～13:40 

【オリエンテー

ション】 

13:30～13:40 

【オリエンテー

ション】 

13:30～13:40 

14:40～14:50 

【オリエンテー

ション】【事例紹

介１の発表中止

に伴い開始時刻

を変更します】 

13:30～13:40 

【オリエンテー

ション】 

事例紹介

１ 

13:40～14:20 

 

水管理システム

の活用事例につ

いて 

革新支援 寺田

上席農普 

13:40～14:20 

 

岩手県における

水田への野菜作

付けの課題 

革新支援 小原

上席農普 

13:40～14:20 

 

環境制御の取り

組みと生育診断

と栽培管理記録

シートの活用 

革新支援 千田

上席農普・吉田

上席農普 

13:40～14:40 

 

果樹におけるス

マート農業体系

（スマート農業

実証プロジェク

ト） 

仙台ターミナル

ビル（株） 

菊池秀樹氏 

【中止になりま

した】 

13:40～14:00 

 

岩手町ハッピー

ヒルファームの

取組紹介（ u-

motion） 

有限会社ハッピ

ーヒルファーム 

千葉雄大氏 

事例紹介

２ 

 

 

14:20～14:50 

 

農業研究センタ

ーの実証紹介 

水田利用研 田

村上席専研 

14:20～14:50 

 

スマート技術を

活用した排水対

策 

株式会社西部開

14:20～14:50 

 

先端プロ成果紹

介（ミニマム環

境制御） 

野菜研 佐藤技

14:00～14:20 

 

ファームノート

カラーの活用事

例紹介 

吉田牧場 
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発農産 

清水生産部長 

師 吉田辰巳氏 

14:40～14:50 

休憩 

14:20～14:40 

 

加速度センサの

実態・利用効果 

農大・山口准教

授 

休憩 14:50～15:00 

休憩 

14:50～15:00 

休憩 

14:50～15:00 

休憩 

14:50～15:20 

ロボット草刈機

の実証と導入 

中部農業改良普

及センター、小

田島節夫氏 

14:40～14:50 

休憩 

企業プレ

ゼン１ 

15:00～15:10 

企業プレゼン１ 

 

水田センサ「水

田ファーモ」 

（株）farmo 

永井洋志氏 

（リモート発表） 

15:00～15:20 

企業プレゼン１ 

 

 自動操舵シス

テムと排水対策

への応用 

株式会社クボタ 

15:00～15:10 

企業プレゼン１ 

 

小型光合成促進

機の紹介 

サンポット株式

会社 

14:50～15:10 

企業プレゼン１ 

 

ファームノート

カラーの事例紹

介、最新情報 

株式会社ファー

ムノート 

森本美佳氏 

（リモート発表） 

企業プレ

ゼン２ 

15:10～15:20 

企業プレゼン２ 

 

自動給水システ

ム「水まわりく

ん」 

積水化学工業株

式会社 

（リモート発表） 

15:10～15:20 

企業プレゼン２ 

 

複合制御盤ファ

ーメイトの紹介 

三基計装株式会

社 

（リモート発表） 

15:20～15:35 

企業プレゼン２ 

 

花き 秋田県の

事例紹介 

株式会社ヰセキ

東北 

山本玄棋氏 

（リモート発表） 

15:10～15:30 

企業プレゼン２ 

 

U-motionの事例

紹介、最新情報 

テザミス株式会

社 

髙橋寛範氏 

（リモート発表） 

企業プレ

ゼン３ 

15:20～15:30 

企業プレゼン３ 

 

自動給水システ

ム「WATARAS」 

株式会社みちの

くクボタ 

 

15:20～15:30 

企業プレゼン３ 

 

モニタリング装

置アルスプラウ

トの紹介 

株式会社サカタ

のタネ 

清水進吾氏 

（リモート発表） 

15:20～15:30 

企業プレゼン１ 

 

ロボット草刈機 

和同産業株式会

社 

分科会名 水田利用 露地野菜・花き 施設園芸 果樹 畜産 

※１ 緊急事態宣言発出時のため、11:30～12:00 に予定していた共同開発製品発表は中止といたします。 



 参加者向け  

※２ 分科会については、発表者、発表内容等が変更になる場合があります。 


